
水と緑と花のまち

市政だより

昭和58年8月15日 No.981

人口の動き

7月1日現在前月比

人口計 68，040 十 15 4 

男 32，754 +90 

女 35，286 +64 

世帯数 20，030 +48 

今~G)~告巴号室P訂臼翠
1¥新らしい朝が来た 希望の朝だーー ラジオから さわやかな声が流れます

日イチ 二イ サン シ1¥ 子どち達の額には汗がにじんでます どこかでセミち鳴きだしました

もうすぐ2学期 宿題全部できたかな 元気で残り少ない夏体みを過しましょう

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所ft(巾③4111 編集/広報公聴謀 印刷所/康真堂印刷
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健
康
は
、
私
た
ち
の
大
き
な
宝
c

一

一

生

き

言

、
幸
福
な

{
5
27す
べ
て
震
一

一
で
あ
れ
ば
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
で
す
c

一

一

県

で
は
、
今
年
度
か
ら
毎
月
第
7
日
曜
日
を

寸健
民
の
日
L

と
一

一
し
て
、
県
民
総
参
加
の
健
康
可
つ
く
り
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
c

一

9
I
l
l
-
-

人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

平
和
な
家
庭
は

、
家
庭
は
個
人
個
人
が

健
康
か
ら

i
l
i
-
-
o
休
息
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
家
族

日
本
人
は
、
寝
る
家
は
あ
づ
て
全
員
が
ふ
れ
あ
い
の
中
で
休
息
す

も
家
庭
が
な
い
、
と
よ
く
い
わ
れ
る
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
は
な
い

ま
す
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、

で
し
ょ
う
か
。

家
庭
内
の
団
ら
ん
が
少
な
い
こ
と
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
家

を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
庭
を
も
う
一
度
見
直
し
、
一
家
団

ぅ。

仕
事
で
疲
れ
て
帰
る
の
だ
か
ら
ん
の
中
で
心
の
健
康
回
肝
寧
乞
図

ら
、
せ
め
て
家
庭
の
中
で
は
自
由
り
ま
し
ょ
う
。
一
家
団
ら
ん
は
、

に
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
わ
れ
る
決
め
た
時
間
に
居
間
で
、
皆
ん
な

で
話
し
合
う
と
い
う
型
に
は
ま
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
歩
外
に
踏
み
出
し
て
家
族
そ
ろ

っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
に
汗
を

流
し
、
親
子
の
語
ら
い
を
楽
し
ん

で
は
い
か
が
で
す
か
。
き

っ
と
思

い
出
深
い
も
の
と
し
て
子
ど
も
の

心
に
い
つ
ま
で
も
残
り
、
あ
な
た

自
身
に
も
さ
わ
や
か
な
健
康
を
届

け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

n
y
-
-
I
l
l
1
1
1
t
l
 

み
ん
な
で
歩
こ
う

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

l
I
l
l
i
-
-
-ー
φ

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。
大
村
の
歴
史
を
訪
ね
て
、

気
軽
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

9
月
4
日
同

手軽なスポーツで健康づくり

(8/6インディア力講習会)

集
合

大
村
公
園
入
口
(
第
1
鳥

居
前
)
午
前
叩
時

コ
l
ス

玖
島
城
跡

1
御
船
蔵
跡

i
旧
円
融
寺
庭
園
i
本
経
寺
i

コ
一
城
一
城
跡
(
午
後
1
時
解
散
)

※
弁
当
は
各
自
持
参
し
て
下
さ
い
。

雨
天
の
時
は
中
止
し
ま
す
。

総
ミ
ス
文
相
を
募
集

あなたの周りの
素遣なお嬢さんをご推選下さい

応
募
資
格

M
i
お
歳
の
未
婚
女
性
で
、
身

長

m
m以
上
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
人

※
高
校
生
、
社
交
界
の
女
性
は

除
き
ま
す
。

応
募
方
法

申
込
書

(
商
工
会
議
所
に
あ
り

ま
す
)
に
、
最
近
5
ヶ
月
以
内

※
バ
イ
ク
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す

(ル

l
ル
を
守
り、

安
全
運
転
に
心
が
け
よ
う
)

F 

の
上
半
身
と
全
身
の
写
真
、
各

1
枚
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
※
写
真
の
大
き
さ
は
、
手
札
判

で
す
。

応
募
期
限

9
月
却
日
樹

応
募
・
問
合
せ
先

商
工
会
議
所
「
ミ
ス
大
村
」
係

(宮
③
4
2
2
2
)

1--ーー'ーー，一ー，一ー，ーー，一一'一ー，ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ー一'ー一'ーー'ーー，一一'一ー'ーー'一一'ーー，ーー，一一'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'一ー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'ーー'一ー'寸

。 市民相談コーナー(広報公聴課)で、すべて無料で行っています。お気軽にご相談下さい。 ! 
g - 人権相談 (1日 10: 0日 5: 00) 
AF 131曽 行政相談 (8日 9: 30~12 : 00) 
銅 E宅っし 登記相談 ( 9日 9: 30~12 : 00) 
相 Jゑ与A¥ 法律相談 (21日 10: 00~15 : 00) 
談 ~~日銀う 1 一一一 不動産相談 (22日 13: 00~16 : 00) 
日 一一じ〉τ三ミーノー一一 交通事故相談 (27日 10: 00"-'15 : 00) 

厚生・国民年金相談 (28日 10 : 00"-'15 : 00) 
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ひ初よラ
※
大
村
線

僕
ら
の
夢
を

乗
せ
て
行
く

『

身
障
者
と
健
常
者
の
心
の
ふ
れ

あ
い
を
掲
げ
て
、

黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
動
は
、
広

島
の
小
き
な
身
障
者
の
集
り
で
あ

る
「
わ
か
ば
グ
ル
ー
プ
」
の
中
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
c

身
障
者
や
お

年
寄
り
の
人
達
が
階
段
や
乗
り
物

を
利
用
す
る
と
き
に
ど
う
し
て

も
他
人
の
協
力
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、
九
日
図
と
し
て
こ
の

1
枚
の

貰
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
出
し
て
健
常

者
の
手
助
け
を
求
め
よ
っ
と
す
る

;知事とふるさとを語ろう

:ふるさとづくの懇話会

~> 

" 噌

も
の
で
す
。

こ
の
1
枚
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

が
身
障
者
と
健
常
者
の
心
の
か
け

橋
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
ど
ん
な
に

手
をガ
レ
て
く
だ
さ

ν

活
力
に
溢
れ
、
県
民
の
す
べ
て
が
幸
せ
を
感
じ

る
郷
土
づ
く
り
の
た
め
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
県
で
は

「
幻
世
紀
に
向
け
て
の
長
期
構

想
し
を
策
定
中
で
す
が
、
懇
話
会
に
お
け
る
各
地

の
い
ろ
ん
な
人
の
創
意
、
要
望
な
ど
を
長
期
構
想

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
、

知
事
を
囲
ん
で
「
幻
世
紀
の
長
崎
県
」
を
語
っ
て
ζ

み

ま

せ

ん

か

。

↑

日
時

9
月
9
日

働

午

後

1
時
初
分

串

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

…

からだの不自由な人からの
「呼びかけのことば」です

閣
松
岡
例
閣
山

山
U

配
ご
と
相
談
日

が
憎
唱
え
ま
し
だ

!
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
|

子
ど
も
の
こ
と
や
財
産
・
人
権
・

法
律
・
生
計
・
家
族

・
扶
養
問
題

な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
悩
み
ご

と
に
つ
い
て
民
生
委
員
な
ど
が
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
料
金
は

無
料
で
秘
密
は
{
寸
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

時

間

午

前
9
時
j
午
後
3
時

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

身
障
者
と
健
常
者
の
深
い
理
解

の
中
で
対
等
の
人
間
的
存
在
を
認

め
あ
い
「
平
等
・
希
望
・

支
援
」

に
基
づ
き
、
全
国
的
な
運
動
と
し

て
広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

貰
色
い
ハ
ン
カ
チ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ー
先
物
商
白
取
引
と
は
|

金
、
プ
ラ
チ
ナ
、
砂
糖
、
大
豆

な
ど
海
外
商
品
取
引
の
勧
誘
が
多

く
「
相
場
が
急
騰
中
で
今
が
チ
ャ

ン
ス
:
:
:
」
な
ど
と
、
必
ず
も
う

か
る
か
の
ご
と
く
説
明
し
た
り
、

当
初
利
益
が
生
じ
る
よ
、
つ
仕
組
み
、

こ
の
利
益
で
取
引
量
を
増
や
し
、

追
加
の
証
拠
金
が
続
か
な
く
き
せ

追撃
材「..

た
り
す
る
手
口
が
あ
り
ま
す
。

l
S
F商
法

(
催
眠
商
法
)
と
は

l

い
ろ
ん
な
方
法
で
人
を
集
め
、

日
用
品
な
ど
を
無
料
で
配
り
、
そ

の
後
、
雰
囲
気
を
盛
り
あ
げ
る
こ

と
に
よ
り
高
価
な
品
物
を
売
り
つ

け
る
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
集
団

心
理
を
利
用
し
た
、
一
種
の
催
眠

商
法
で
、
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
契

約
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ー
無
限
連
鎖
講

(
幸
福
の
ラ
ン
ナ
ー
)
と
は
|

い
わ
ゆ
る
ネ
ズ
ミ
講
で
、
最
近

東
北
地
方
を
中
心
に

「
一
万
円
出

資
す
る
だ
け
で
す
く
に
、

一
千
万

円
が
手
に
入
る
し
と
い
う
ふ
れ
込

み
で
加
入
を
勧
誘
す
る
も
の
で
吹
ι

こ
れ
は

「無
限
連
鎖
講
の
防
止

に
関
す
る
法
律
」
で
、
講
を
運
営

し
た
り
、
加
入
ま
た
は
勧
誘
し
た

人
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
わ
た
し
た
ち
の
周
り
に

も
入
っ
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い。

ー
注
意
す
る
こ
と
は
ー

O
そ
の
品
物
が
本
当
に
必
要
か
よ

く
考
え
ま
し
ょ
う
。

O
契
約
す
る
と
き
は
契
約
書
を
よ

く
読
ん
で
、
印
鑑
を
押
し
ま
し

ト
品
』
つ
ノ
。

O
契
約
を
解
除
す
る
と
き
は
4
日

以
内
に
ク
リ
ー
ン
グ
オ
フ
制
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
商
工
係

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。



(4) 

受
け
て
安
仙

婦
人
科
検
診

(
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
)

が
ん
に
対
す
る

市

防
衛
手
段
と
し
て

i
k
r
y
¥
A
γ

は
、
早
期
発
見

(

♂

ヲ

ヤ

y

早
期
治
療
が
最
良

〈

、

・

1
いい引

の
方
法
で
す
。

。

計

代

会

以

と
く
に
乳
が
ん

・

/
i
l
1
t
!
?制
御
T

子
宮
が
ん
は
、
見

¥

臥

も

を

相

選

一

つ
け
や
す
く
治
し

/
.
れ
有
'
'
堂
町
三
当

，ι
・・'L
4

1

・4

凶・・・・
E
-『
凶

，

.p，
H
b
=

、

や
す
い
が
ん
と
言

、

sri-uA，母、

わ
れ
、
ご
く
初
期

1
1
1
1

で
発
見・
治
療
す
れ
ば
1
0
0
%
治
り
ま
す
。

間
違
っ
た
知
識
、
症
状
が
な
い
か
ら、

な
ど

の
理
由
で
受
診
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、毎
年
l
固
定
期
的
に
集
団
検
診
を
受
け
、

健
康
で
明
る
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
人

初
歳
以
上
の
人

※
各
種
社
会
保
険
な
ど
で
検
診
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。

期
間

9
月
白
日
制

l
m月
中
旬

毎
週
月

・
水

・
金
曜

場
所

市
立
病
院

料
金

無
料

申
込
方
法

住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・
受

診
希
望
日・

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は

電
話
で
、
生
活
環
境
課
衛
生
係
へ
申
し
込

ん
で
下
さ
い

申
込
期
限

9
月
初
日
幽

※
詳
し
く
は
、
申
し
込
ま
れ
た
人
に

ハ
カ
キ

で
連
絡
し
ま
す
。
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※
よ
い
石
け
ん

③国白自信ab 2ク伊 口
2日 健康相談 158 当番医

!幽 福枇ンタ一一~… (内)藤井内科東本町 宮②3878

@40歳以上 (主婦 ・自営業者など) @血圧測定 (産・婦)福田産婦人科古町1丁目 E②6124 

4日 当番医 i i 16幽日 健康相談 福祉センター 13: 00-15 : 00 
佃) (内)野口内科西大村本町宮②2339 @⑮…2日幽と同じ

(外・皮)中島外科西三城町 宮②3875 18臼 当番医

5Bl安産教室 市役所 9 回-11 曲申9 却まで (8) (内)早田内科竹松本町 宮⑤3530

(月) ⑧母子健康手帳、ズボン (整)松永整形外科西大村本町 宮③3530

一般健康相談 市役所 13:00-16 : 00 20日 乳幼児健康相談

I 7日 乳幼児発達相談 市役所 9: 0…: 00 (火) 保健所 9 : 30 -10 : 00 @ 8か月以上の乳児

制 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00-16 : 00 鈴田出張所 9 : 30 -11 : 00 @乳幼児
d 

⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の保健 成人の健康相談

8日 11歳6か月児健康誼 鈴回出張所 13 却-15 却骨血圧倒定

休) コミュニテ ィセンター ⑧13: 00-13 : 30 I 21日 乳羽児発達相談 市役所 9 : 00-1] : 00 

l問 57何時制一

れで、まだ受けていない人も受診して下さい) ⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ I 22日 3歳児健康相談
11日 当番医 (木) 市役所 ⑤ 9: 30-10 : 00、13:00-13: 30 

同 (内)松永医院古町2丁目 宮②2943 @昭和55年 3月生まれ (54年 9月-55年 2月生ま

12日 乳鈎児健康相談 竹松出張所 ⑧母子健康手帳、問診票

(月)I 9・30-11 : 00 @ 0 -6か月の乳児 238 当番医

13 : 00 -15 : 00 @ 7か月以上の乳幼児 (内)本郷医院武部町 宮②3659

13日 乳却児健康相談 保健所 9 : 30-10 : 00 (2金昌也5祭{H凶U1|日| (外内)渡辺医院ーの輔 君@8546
(火) @5-7か月の乳児 当番医

1歳 6か月児健康診査 (内)松井医院久原郷 E③6624

コミュニティセンター ⑧13: 00-13: 30 (外)松尾外科東本町 宮②3331

@⑧… 8日同と同じ 26日 乳却児健康相談

14日 妊婦教室(2) (月)I 三浦出張所 9・30-11: 00 @乳幼児
かぬ 中地区公民館 13・00-16: 00 28日 妊婦教室岡) 中地区公民館 13: 00-16: 00 

⑮妊娠中の栄養、妊婦体操 ほか ~附 ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

暗号の説明 ⑪…対象者 ⑧・・受付 ⑮・・持ってくるもの ⑮…内容

当番医の診療時間 9 :00-18:00 

使
う
心
に

よ
い
自
然
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今年も盛大に“夏越まつり"(釘 ・%駅前通り)

今年は7月31日に宵祭りとして花火大会も行われ
;ました。ゆかた美人コンテス トやチビッ子広場、ぉ

;おむら音頭総躍りなど多くの人でにぎわい、市民の

L夏祭りとして定蓄してきま!てた。

m

aa

:
.

，
/
 

三一
J

J

，
内
''負

山

原一

¥
J一トゲ
…

M
に

o

松

久
一

人一
A
辺

、よ
跡
さ
す
③

上一

九
州

2
J
d
劇

暑
で

一一U
営

。
り
目

瀬一

ぺJ
い
t

市

場

通

丁

若

一

冷
桑
L
悦

1

'

ダ

出
の
1

③

一

二
蝋

か

が
次
原
イ

j

、

uU
心

は

の

揚

7
一

~
ケ

柄
、
川
、
治

会

一
績
富
馬
並

一

u

s

f

V
，
M

品

川

浮
成
②
桜
池
一

J

~

一

向
d

。

、
(内
山
)
守

開
ゅ叫

ぶ小

生
た
路
ト

ψ

ι

山
γ

学

し

小

一
町一

ユ
勺
η
中

ま

西

パ

本
一

i

JJ

いふ
♂
-E
、
れ

①

ア

①

一

滝一
~vE懇
年

心
さ

噌

b

d
潔

ιJU少
一
開
〉

〉一

戸
.、ι剛
一
ゐ
ツ

チ

展

部

部

一

:必

S
…ミ降
圃
腰
J
ι
卜

引
が
の
の
一

j

T

べ

一

4
1

姐

uw

，

生
戦
生

牛一一

&E
E--E回
学

熱

学

学

一

、」.，a調
副

市

小

ず

小

中

一

，
昆・・
夕
、
議
第

7
(

(

A
H
3
1
J
d

'
h
v

|

ユ

A
t
/'
E

一一一4
4
B
‘
，

-

E
部
い

に
-」

咽

.

，

‘

口
鮒F
J
¥

一

a
i
l
-
-
B
:
;，J
 

善

っ

て

親

い

つ

働

が
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伺
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似
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友
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仲
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お
め
で
と
う
全
国
大
会
で
準
優
勝
(
為
市
役
所
)
:
:
ノ

大
村
剣
道
協
会
チ
ー
ム
か
、

7
月
刊
日
日
東
京
武

道
館
で
開
催
さ
杓
た
、
少
年
武
道
(
剣
道
)
練
成

大
会
で
見
事
準
優
勝
c

市
長
に
報
告
に
誌
れ
ま
し

た
c

d
司

今皆さんこご声援下さいC%補助クランド)
8月15日"-'19日まで愛知県で開
かれる、第5ロスポ←ツ少年団軟
j式野琢交流大会に県代表として大

i村クラブか出場します。晴れの舞
:台での活躍を祈ります。
に ーーーーーーーーー'一一一一一一一一一ーーーーー

参周@湖税
。市県民税 (2期分)
。国民健康保険税 (2期分)

8月51日制までです
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提 000
福出拘未未遺
祉・禁婚婚棄
課聞のののの
児合場母女場
童せ合子子合
係先はのはは

、調

拘書 戸 遺
禁籍棄
証謄調

り

福
祉
の
ひ
否
協

|特別児童扶養手当|

O 
既得
根観眉

g月10固までです

おおむ市政だより

O 

掘編目・

昭和58年 8月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111:111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

一一児
童
扶
養
手
当
》

こ
の
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

ム
塞
庭
の
児
童
ま
た
は
父
親
が
身
体

障
害
者
や
、
長
期
壁
養
中
の
家
庭

で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
す
こ
や

か
に
成
長
す
る
よ
う
、
母
親
ま
た

は
母
親
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人

三

万

二
千
七
百
円

児
童
2
人
三
万
七
千
七
百
円

児
童
3
人
以
上

1
人
増
え
る

ご
と
に
二
千
円
を
加
算

※
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金

な
ど
公
的
年
金
(
障
害
福
祉
年

金
お
よ
び
老
齢
福
祉
年
金
を
除

き
ま
す
)
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
|
現
況
届
を
出
し
て
下
さ
い
|

必
要
な
も
の

O
手
当
証
書

O
印
鑑

O
住
民
票
(
世
帯
全
員
)

O
昭
和
田
年
1
月
2
日
以
後
に
転

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
所

得
証
明
書

O
児
童
が
別
居
の
場
合
は
、
監
護

申
立
書
、
児
童
の
属
す
る
住
民

票
謄
本

0
養
育
者
の
場
合
は
、
養
育
証
明

書

戸
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精

神
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
生
活
の

向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
そ
の
児

童
を
監
護
す
る
親
ま
た
は
両
親
に

か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児
三
万
七
千
七
百

円

中
度
障
害
児
二
万
五
千
百
円

※
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て
い

る
児
童
は
対
象
に
ア
可
ま
せ
ん
。

|
所
得
状
況
届
を

出
し
て
下
さ
い
|

必
要
な
も
の

O
手
当
証
書

福
祉
タ
ク
シ
ー

助
成
回
数
、
か

溜
え
ま
し
だ

年
間
別
回
↓
羽
田
に

対
象
と
な
る
人

O
在
宅
の
、
身
体
障
害
者
手
帳

※
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を
お
急
ぎ
下
さ
い

O
印
鑑

O
住
民
票
(
世
帯
全
員
)

O
児
童
が
別
居
の
場
合
は
、
監
護

申
立
書
、
児
童
の
属
す
る
住
民

票
謄
本

O
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

の
あ
る
人
は
、
手
帳

提
出
・
問
合
せ
先

福
祉
課
児
童
係

中
国
残
留
孤
児
に

暖
か
い
手
を

中
国
残
留
孤
児
の
救
済
支
援
の

た
め
、
財
団
法
人
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
皆
き
ん
の
暖
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

同
中
国
残
留
孤
児
援
護
基
金

干
問
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
1
丁

記毒
傘3
回関三

を2
贈言。l
ま
す

敬
老
の
日
を
記
念
し
て
、
金
婚

式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
祝
福

し
、
円
満
な
家
庭
を
築
き
社
会
に

貢
献
き
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
つ
た
め
、

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
金
婚
記
念
該

当
申
立
書
(
保
護
課
に
あ
り
ま
す
)

に
戸
籍
謄
本
を
添
え
て
、
申
請
し

て
下
さ
い
。

1
・
2
級
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い

る
人

O
在
宅
の
、
療
育
手
帳
を
持
つ

て
い
る
入

手
続
き
を
す
る
所

福
祉
課
福
祉
係

(
保
険
年
金
課
年
金
保
、

各
出
張
所
ヘ
) 該

当
す
る
人

9
月
日
日
現
在
、
結
婚
日
年
を

迎
え
ら
れ
た
夫
婦
で
、
大
村
市

に
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

※
戸
籍
に
記
載
き
れ
た
婚
姻
年

月
日
が
、
昭
和
7
年
9
月
日

日
1
8
年
9
月
日
日
ま
で
。

提
出
期
限

9
月
刊
日
幽

申
請
・
問
合
せ
先

保
護
課
厚
生
係

目
7
1
U
新
虎
ノ
門
ビ
ル

宮
東
京
m
i
l
l
0
5
0

郵
便
振
替
口
座
番
号

東
京
9
1
6
4
8
6
3

高
齢
者
を

あ
な
た
の
事
業
所
に

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

社
会
福
祉
協
議
会
内

包
③
1
3
5
1

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

高
齢
者
の
働
く
場
所
は
ま
す
ま
す

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
、
次
の
よ
う
な
点
で

雇
用
主
の
人
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
職
場
で
も
、
高
齢

者
の
技
術
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

カO
慎
重
で
注
意
深
い

O
経
験
に
基
づ
く
判
断
力
が
あ
る

O
良
心
的
で
て
い
ね
い

O
人
生
経
験
が
あ
り
、
人
間
関
係

が
円
滑
に
行
く

O
定
着
性
が
あ
る

ど
ん
な
仕
事
で
も
結
構
で
す
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
き
い
。

生
き
が
い
を
求
め
て
は

都
合
に
よ
り
休
み
ま
す
。
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司
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/
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1
¥
 

※
育
て
少
年

アニメーション 「リボンの騎士」

教育映画 「朝の空気はつめたい」

~入場無料~

1 0 : 30""'12 : 00 鈴田出張所
13 : 30""'15 : 30 中地区公民館

8月23日(火) 10: 30""'12 : 00 三浦出張所
13 : 30""'15 : 30 コミュ二ティセンター

手昌宅取白倉
8月22日(月)

心
豊
か
に

/
i
¥
 

宇
九
/
¥
本
AFIυ
ノ
¥

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ

県
体
予
選
卓
球
大
会

日
時
9
月
日
日
閉

場
所
市
民
体
育
館

種
目
中
学
男
・
女
、
高
校
男
・

女、

一
般
男
子
B
(
初
心
者
)

⑮

一
般
男
子
A
、
⑮
一
般
女
子

⑮
壮
年
男
子
、
⑮
壮
年
女
子

※
す
べ
て
シ
ン
グ
ル
で
す
。

⑮
は
、
県
体
予
選
種
目
で
す
。

参
加
資
格

O
県
体
予
選
種
目
は
、
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
に
限
り
ま
す

O
そ
の
ほ
か
は
、
通
勤

・
通
学
し

て
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
料
中
学
生

i
二
百
円

高
校
生
以
上

l
三
百
円

申
込
先
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
居

申
込
期
限

9
月
7
日
制 午

前
日
時

県
体
予
選
お
よ
び

一
般

2
・
3
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

9
月
4
日
但

市
民
体
育
館

日
時
場
所
種
目⑮
一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

ブ
ル
ス
、
⑮
却
歳
以
上
男
女
ダ

(
毎
月
1
日
は
、

プ
ル
ス
、
⑮

ω歳
以
上
男
子
ダ

ブ
ル
ス

一
般
男
女
2
・
3
部
ダ
ブ
ル
ス

※
⑮
は
、
県
体
予
選
種
目
で
す
。

参
加
料

1
人
l
種
目
l
六
百
円

申
込
先
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
(
市
役
所

内
、
森
幸
久
)

申
込
期
限

8
月
初
日
幽

提提主一 スポーツで体力っくりを
出出す捨

問題! 閉昆スポーさP局固
合 Jミ 9月18日""'10月23日
せ 9
先月 補しは実ス場町期を民のす
30 助て計施ポは内問実ス日るみス
体日 金下画き|除な中括ポをた健ポ
空闘 をき書れツきど、じ|中め康 l
交いをる行まで地まツ心、手ツ
付 提場事す(域す月に体唱に
し 出合を)職や 間市育進親

〆
'
E
、、

長
崎
県
少
年
の
日
)

第

5
田

市
民
水
深
大
会
兼

学
童
水
深
記
録
会

雨
天
実
施

期
日

9
月
4
日
日

場
所
市
民
プ
l
ル

集
合
午
前
9
時
却
分

競
技
開
始
午
前
叩
時

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
3
年

生
以
上
で

m
m以
上
泳
げ
る
人

※
病
気
の
人
、
持
病
の
あ
る
人

は
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

O
申
込
書
(
水
泳
連
盟
事
務
局
に

あ
り
ま
す
)
に
、
保
護
者
の
同

意
書
を
添
え
て
下
さ
い

O
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
種
目

の
み
申
し
込
め
ま
す

O
出
場
は
、
-
人
2
種
目
ま
で

申
込
期
限

8
月
勾
日
開

申
込
・
問
合
せ
先

水
泳
連
盟
事
務
局
(
西
大
村
出

張
所
内
、
宮
③
3
7
2
5
)

三〉ごf 平

3年生 50 50 50 50 
小学生

4年生 50 50 50 50 

5年生 50 100 50 100 50 100 50 100 
男 女

6年生 50 100 50 100 50 100 50 100 

男子 100 200 100 200 100 200 100 200 
中学生
女子 50 100 50 100 50 100 50 100 

男子 100 200 lω200 100 200 100 200 
高校生
女子 50 100 50 100 50 100 50 100 

男子 100 200 100 200 100 200 100 200 
先立
女子 50 100 50 100 50 100 50 100 

30歳以上 男 ・女 50 50 50 50 

40歳以上 男・女 50 50 50 50 

50歳以上 男 ・女 50 50 50 50 

第 5回市民水泳大会種目

ぜ
ん
そ
く
教
室
を
開
催

ぜ
ん
そ
く
児
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
達
を
対
象
に
闇
惇
量
qo
F
 

多
数
、
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

8
月
却
日
出

午
後
1
時
1
4
時

市
民
会
館

場
所
内
容映
画
運
動
誘
発
端
息
晴
息

児
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
実
際

講
演

「ぜ
ん
そ
く
の
薬
物
療
法
」

国
立
長
崎
中
央
病
院
第
一
小

児
科
医
長
里
見
公
義
先
生

特
別
講
演

「
ぜ
ん
そ
く
児
の
日

常
生
活
管
理
」

国
立
小
児
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー

科
医
長
飯
倉
洋
治
先
生

主
催
国
立
長
崎
中
央
病
院
小
児

セ
ン
タ
ー

休館

9月6日(火)・7日(水)

図書館・史料館

秋期臨時ばく
書の疋め......

休館日
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者

名
(
敬
称
略
)

三
谷
靖
彦
(
上
久
原
)
田
中
政

則
(
原
口
町
)
久
富
栄
子
(
前

舟
津
)
畠
中
純
一
郎
(
松
山
町
)

井
沢
ミ
ヨ
子
(
松
並
1
丁
目
)

岡
本
れ
い
か

(
池
田
ア
パ
ー
ト
)

岩
崎
幸
吉
(
杭
出
津
1
丁
目
)

中
村
勇
(
桜
馬
場
1
丁

目

)

神

近
セ
イ
子
(
大
川
田
町
)
古
賀

隆
史
(
上
小
路
)
中
島
誠
一
郎

(
久
原
住
宅
)
西
坂
公
志
(
古

賀
島
町
)

立
田
哲
彦
(
鬼
橋
町
)

久
山
幸
史
(
{
呂
小
路
)
北
村
美

智
子
、
友
永
令
子
(
以
上
、
小
路

口
本
町
)
田
川
真
理
、
大
我
正

博
(
以
上
、
諌
早
市
)

三
好
泰

子

(
川
棚
町
)

戸
島
哲
夫
(
多

良
見
町
)
本
川
優
、

芳
川
誠
司

(
以
上
、
長
与
町
)
田
口
晶
子
、

手
島
勝
(
以
上
、
長
崎
市
)
井

手
孝
章
、
北
国
誠
、
川
口
晴
治
、

山
田
弘
子
、
池
田
美
保
、
平
山
清

司
(
以
上
、
佐
世
保
市
)

問
合
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係

入
国
警
備
官
募
集

受
験
資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
1
担
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人

同
界
付8
月
お
日
働
1
9
月
8
白
岡

※
9
月
8
日
消
印

F幼

一
次
試
験
問
月
お
日
同

申
込
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

大
村
入
国
者
収
容
所
(
干
蜘
古

賀
島
町
間
1
2
宮
②
2
1
2
1
)

※
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
封

筒
の
表
に

「
入
警
請
求
」

と

赤
で
書
き
、

市
円
切
手
を
は

っ
た
返
信
用
封
筒
(
あ
て
先

明
記
)
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

※月昭 験萄き1:I 
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を
含
む
)
を
戸
喜
木
し
た
人
お

よ
び
卒
業
見
込
み
の
人
を
除

き
ま
す

受
付

9
月
2
日
樹

i
M
日
樹

一
次
試
験

日
月
初
日
同

申
込
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

大
村
警
察
署
(
宮
③
3
1
2
6
)

各
派
出
所
、
駐
在
所

勺

i
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
J
3
i
i
S
3
3
3、
υ
F
3
3
3
3
3
3
3
5
3
3
3
J

一

言

伊

2
J9クコ
2
3
G
z
h一
v大
村
遊
漁
組
合

i
u丘

二
塁
5
G主
2
3
5
2
5
u
マ
大
村
高
校
家
庭
ケ
ラ
フ
り

…

亡
夫
正
治
)
二
十
万
円

l
ム
、
歌
謡
慰
問
ほ
か

叶

…
〈
香
典
返
し
》

敬
称
略
鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
ス
イ
…

…
社
会
霊
協
議
会
ヘ

マ
城
間
チ
ヨ
ノ
(
平
小
川
郷
・

力
走

一

一
マ
渡
海
文
枝
(
久
原
郷
・
亡
夫
亡
夫
満
一
次
)
児
童
図
書
(
十

重
斗
病
院
ヘ

サ

一
聴
)
十
万
円

万

円

相

当

)

マ

藤
元
和
行
(
東
本
町
)
喜
一

一
マ
山
浦
明
子
(
古
町
2
丁
目

・

子
1
台

中

一
亡
夫
純
久
)

五

万

円

《

一
般
寄
付
V

敬
称
略

マ
岩
永
千
賀
江
(
西
三
城
町
)
一

一
マ
福
田
ン
、ス
(
杭
出
津
2
丁
目

社
会
福
祉
協
議
会
へ

有
川
信
子
(
小
路
口
町
)
点
一

中

・
亡
夫
次
雄
)
十
万
円

V
井
上
晋
輔
(
熊
本
市
)
金
一
摘
架
台
1
台

吋

一

マ
福
田
キ
ク

ノ

(

立

福

寺

郷

・

封

各
小
・
忠
義
へ

一

一
亡
夫
妻
一
一)
十
万
円

清
和
国
ヘ

マ
大
村
中
央
ラ
イ
オ
ペ
ス
ク
二

中
福
祉
基
金
ヘ

マ
小
路
口
町
路
寿
会
日
わ

ら

草

ブ

ハ
お
お
む
ら
史
記
田
冊

サ

…

マ

下

玉

利

市

子

(

上

諏

訪

町

・

履

却

足

(

十

四

万

円

相

当

)

一

ド

;
n、3
5
5
3
3
1
υ
i
tP3
3P3
3n.、υP3
3
EditP34uF3
3
3
3P3
3
4
uP3
3
3
qb

h

い
ず
れ
ず
⑧

夕

日

に

映

え

る

黄

金

色

ー
語
り
伝
え
る
儀
太
夫
の
墓

ー

深
沢
儀
太
夫
勝
清
と
い
え
ば
、

江
戸
時
代
に
、
捕
襲
来
で
財
を

つ
く
り
、
大
村
一
通
内
仁
、
堤
や

池
、
沼
を
築
き
、
重
未
振
興
に

大
い
に
力
を
尽
し
た
人
で
あ
る
c

最
も
、
そ
の
功
績
を
讃
え
ら

れ
る
事
業
に
野
岳
の
堤
が
あ
る
c

二
ハ
六
一
年
か
ら
3
年
に
わ
た

っ
て
築
造
、
堤
の
水
を
利
用
し

て
新
田
を
開
発
し
、
そ
の
財
源
で
佐
費
藩
と
隣
接
す
る
大
村
藩
の

警
備
の
た
め
、
士
分
の
二
・
三
男
を
鉄
臣
隊
と
し
て
、
こ
の
地
に

置
き
訓
練
し
た
c

犠
太
夫
は
、
野
岳
の
堤
の
完
成
を
み
る
と
間
も
な
く
死
去
す
る

か
、
生
前
の
民
有
望
で
、
大
村
湾
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
遥
か
五
島

灘
を
眺
望
で
き
る
前
舟
津
の
辻
に
埋
葬
さ
れ
た
c

沖
を
通
る
船
か
ら
も
墓
は
見
え
、
墓
の
築
石
に
は
小
判
が
つ
め

ら
れ
H

タ

日
を
浴
び

黄
金
色
で

輝
い
た
μ

と
い
う
c

現
在
、

塞

は
長
安
寺

に
移
さ
れ

て
い
る
c
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